


　

４
月
21
日
、
平
成
29
年
度
の
四
国
森
林
管
理
局

事
業
概
要
に
つ
い
て
記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
変
更
さ
れ
た
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
は
、

造
林
コ
ス
ト
の
低
減
等
に
よ
る
主
伐
・
再
造
林
の

確
実
な
実
施
、
自
然
条
件
等
に
応
じ
た
奥
地
水
源

林
の
針
広
混
交
林
化
等
に
よ
る
多
様
な
森
林
へ
の

誘
導
の
推
進
等
の
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
、
原

木
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
有
林
野
事
業
に
お
い
て
も
、

森
林
整
備
事
業
や
治
山
事
業
等
を
通
じ
て
公
益
重

視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
、
国
有
林
の
組
織
、

技
術
力
、
資
源
を
活
か
し
て
、
低
コ
ス
ト
化
、
民

有
林
と
連
携
し
た
森
林
整
備
の
推
進
、
木
材
需
要

の
拡
大
・
創
出
に
つ
な
が
る
木
材
安
定
供
給
の
取

組
や
地
域
の
森
林
・
林
業
の
課
題
解
決
の
た
め
の

取
組
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
四
国
森
林
管
理
局
に
お
け
る
今
年
度
の

取
組
の
概
要
で
す

一�

、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

　

国
土
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
及
び
生
物
多

様
性
の
保
全
等
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
旨
と

し
て
、
森
林
整
備
事
業
や
治
山
事
業
の
計
画
的
か

つ
効
率
的
な
実
施
、
保
護
林
制
度
に
よ
る
原
生
的

な
森
林
生
態
系
の
保
全
・
管
理
等
を
通
じ
て
、
公

益
林
と
し
て
適
切
に
管
理
経
営
を
行
い
ま
す
。

（
具
体
の
取
組
内
容
）

①　

多
様
な
森
林
へ
の
誘
導

　

�　

国
土
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
生
物
多

様
性
の
保
全
等
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を

図
る
た
め
、
将
来
的
に
均
衡
が
と
れ
た
齢
級
構

成
と
な
る
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
個
々
の

国
有
林
ご
と
に
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
て
、

多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導
を
推
進
し
ま
す
。

　

�　

木
材
生
産
の
観
点
か
ら
自
然
条
件
や
社
会
的

条
件
が
良
く
、
森
林
資
源
の
循
環
的
な
利
用
を

図
っ
て
い
く
人
工
林
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き 間伐を実施し林内まで光があたるようになったスギ林



間
伐
等
の
森
林
整
備
を
適
切
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
伐
採
年
齢
を
標
準
の
２
倍
以
上
と
す
る

長
伐
期
施
業
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
森
林
の
モ

ザ
イ
ク
的
な
配
置
に
も
留
意
し
な
が
ら
主
伐
と

そ
の
後
の
確
実
な
再
造
林
を
進
め
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
急
傾
斜
で
あ
っ
た
り
奥
地
で
あ
る
な

ど
条
件
が
悪
い
人
工
林
等
に
お
い
て
は
、
自
然

条
件
等
に
応
じ
、
部
分
的
に
伐
採
し
て
広
葉
樹

の
導
入
を
図
り
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
じ
っ

た
状
態
の
森
林
に
し
て
い
く
取
組
を
進
め
ま
す
。

②　

治
山
事
業
の
推
進

　

�　

効
果
的
・
効
率
的
な
国
土
保
全
対
策
を
推
進

し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

国
有
林
と
民
有
林
が
隣
接
す
る
流
域
に
お
い

て
、
国
と
県
が
連
携
し
て
事
業
調
整
を
図
り
な

が
ら
治
山
施
設
の
設
置
等
を
行
う
「
特
定
流
域

総
合
治
山
対
策
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
台

風
等
に
よ
り
発
生
し
た
荒
廃
山
地
に
お
い
て
、

道
路
な
ど
が
再
度
被
災
し
な
い
よ
う
「
災
害
関

連
緊
急
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
民
有

林
直
轄
治
山
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　

�　

こ
の
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
山
地
災
害
対
策

や
効
果
的
な
警
戒
避
難
態
勢
の
整
備
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
山
地
災
害
危
険
地
区
情
報

の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

�　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
山
地
災
害
の
防

止
・
軽
減
に
向
け
た
緑
の
国
土
強
靭
化
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③　

生
物
多
様
性
の
保
全

　

�　

四
国
の
国
有
林
に
は
、
暖
温
帯
林
か
ら
冷
温

帯
林
、
亜
寒
帯
林
に
至
る
植
生
の
垂
直
分
布
を

有
す
る
原
生
的
な
天
然
林
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
自
然
を
代
表
す
る
植
物
群
落
を
有
す
る
森

林
、
希
少
な
林
木
の
遺
伝
資
源
が
残
さ
れ
た
森

林
等
、
生
物
多
様
性
保
全
の
核
と
な
る
貴
重
な

天
然
林
等
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

四
国
局
で
は
、
こ
う
し
た
森
林
を
「
保
護
林
」

特定流域総合治山

自動撮影カメラで捉えた親子のツキノワグマ



に
指
定
し
、
原
則
と
し
て
自
然
の
推
移
に
委
ね

な
が
ら
、
適
切
な
保
護
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
野
生
生
物
の
生
息
・
生
育
地
の
拡

大
と
相
互
交
流
を
促
す
た
め
、
保
護
林
と
保
護

林
を
結
ぶ
森
林
を
「
緑
の
回
廊
」
に
設
定
し
、

野
生
生
物
の
移
動
経
路
と
し
て
の
森
林
を
維
持

す
る
た
め
の
保
全
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④�　

ヤ
ナ
セ
ス
ギ
資
源
の
育
成
に
向
け
た
間
伐
の

実
施

　

�　

ヤ
ナ
セ
ス
ギ
は
、
高
知
県
馬
路
村
の
魚
梁
瀬

地
区
周
辺
に
分
布
し
、
美
し
い
杢も

く

め目
が
見
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
和
風
住
宅
の
天
井
板
等
に
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

�　

こ
の
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
度
に
開
催
し
た
有
識
者
か
ら

な
る
「
ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
の
今
後
の
取
扱
い
に

関
す
る
検
討
委
員
会
」
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、

平
成
30
年
度
以
降
の
継
続
的
な
供
給
は
休
止
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
、
ヤ
ナ

セ
ス
ギ
後
継
木
育
成
等
の
た
め
の
間
伐
を
予
定

し
、
今
後
の
資
源
育
成
の
た
め
の
知
見
収
集
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二�

、
森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
貢
献

　

我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
て
、
国

有
林
の
組
織
、
技
術
力
、
資
源
を
活
用
し
、
低
コ

ス
ト
で
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
提
案
や
先
駆

的
な
実
行
、
民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
整
備
の
実

施
、
森
林
・
林
業
技
術
者
や
林
業
事
業
体
の
育

成
、
林
産
物
の
安
定
供
給
等
を
通
じ
て
、
民
有
林

の
経
営
に
対
す
る
支
援
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

ヤナセスギの林内の様子

バイオマス発電所（徳島県阿南市）

（
具
体
の
取
組
内
容
）

①　

林
業
の
成
長
産
業
化

　

【
シ
ス
テ
ム
販
売
】

　

�　

四
国
で
は
、
大
型
製
材
工
場
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
施
設
の
稼
働
が
本
格
化
し
、
原
木
需

要
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
各
県
で
は
原

木
増
産
計
画
を
立
て
、
増
産
に
向
け
た
取
組
が

行
わ
れ
、
こ
の
増
産
に
対
応
す
る
た
め
の
木
材

の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
各
地
で
整
備
・
拡
大
さ

れ
て
い
ま
す
。



　
�　

こ
う
し
た
需
要
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
大

規
模
需
要
者
等
と
協
定
を
締
結
し
、
間
伐
材
を

安
定
的
・
計
画
的
に
供
給
す
る
「
安
定
供
給
シ

ス
テ
ム
販
売
」
の
取
組
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

【
供
給
調
整
機
能
の
発
揮
】

　

�　

国
有
林
材
の
適
切
な
販
売
や
木
材
需
要
急

変
時
の
供
給
調
整
機
能
を
適
切
に
発
揮
す
る

た
め
、
丸
太
や
製
材
品
等
の
荷
動
き
や
価
格
の

動
向
を
定
期
的
に
把
握
、
分
析
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
木
材
の
生
産
・
流
通
・

加
工
等
の
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
県
の
民

有
林
行
政
の
職
員
で
組
織
し
て
い
る
「
四
国

森
林
管
理
局
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
、
専
門
的
な
観
点
か
ら
供
給

調
整
の
必
要
性
、
実
施
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

�　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
地

域
の
木
材
需
給
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
同
委

員
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
素
材
の
供
給
量
、
供

給
時
期
、
供
給
場
所
等
を
適
切
に
判
断
し
、
国

有
林
材
の
計
画
的
な
供
給
と
供
給
調
整
機
能
の

発
揮
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②�　

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
向
け
た
取
組

　

�　

戦
後
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用

期
を
迎
え
、
そ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
循
環
利

用
す
る
と
と
も
に
、
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て

の
森
林
整
備
の
実
施
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

育
成
途
上
の
人
工
林
で
は
、
間
伐
を
引
き
続

き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
時
期
に
達
し
た

人
工
林
に
つ
い
て
は
主
伐
を
実
施
し
、
そ
の
後

の
更
新
を
確
実
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

�　

こ
れ
ら
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
各

作
業
の
低
コ
ス
ト
化
、
効
率
化
が
重
要
で
あ

り
、
間
伐
木
を
安
全
で
効
率
よ
く
搬
出
で
き
る

列
状
間
伐
の
拡
大
や
コ
ン
テ
ナ
苗
・
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
の
導
入
、
下
刈
り
の
省
力
化
、
伐
採
と

造
林
を
一
体
的
に
発
注
す
る
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
導
入
等
の
各
種
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
２
～
３
割
程
度
の
低

減
を
目
指
し
ま
す
。

③�　

民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
整
備
等
の
推
進

　

�　

地
域
に
お
け
る
施
業
集
約
化
の
取
組
を
進
め

る
た
め
、
民
有
林
と
連
携
す
る
こ
と
で
事
業
の

効
率
化
や
低
コ
ス
ト
化
等
が
図
ら
れ
る
区
域
に

つ
い
て
は
、
民
有
林
所
有
者
と
協
定
を
結
び
森

林
共
同
施
業
団
地
と
し
て
民
有
林
と
連
結
し

た
路
網
の
整
備
と
相
互
利
用
の
推
進
、
間
伐
等

の
計
画
的
な
施
業
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

�　

ま
た
、
市
町
村
の
作
成
す
る
森
林
整
備
計
画

及
び
そ
の
着
実
な
実
施
に
向
け
て
、
国
有
林
野

事
業
と
し
て
協
力
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区

コンテナ苗

エリートツリー



を
設
定
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
市
町
村
に

対
す
る
技
術
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④　

新
た
な
技
術
の
導
入
と
普
及

　

�　

森
林
・
林
業
分
野
に
お
け
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
、
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
計
測
器
、
無
人
航
空
機

ド
ロ
ー
ン
、
３
６
０
度
カ
メ
ラ
）
の
活
用
は
、

試
行
的
な
段
階
か
ら
本
格
的
な
運
用
の
段
階
へ

と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
山
地
災
害
対
応
、

獣
害
対
策
、
木
材
販
売
促
進
策
な
ど
様
々
な

ニ
ー
ズ
へ
の
活
用
に
加
え
、
民
有
林
へ
の
支
援

等
に
も
範
囲
を
広
げ
、
活
用
・
実
証
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

⑤�　

早
生
樹
・
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
萌
芽
試
験
の
取
組

　

�　

管
内
に
は
、
国
内
最
古
級
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

試
験
地
を
有
し
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は

ス
ギ
の
約
1.4
倍
の
速
さ
で
成
長
し
、
萌
芽
力
も

旺
盛
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
試
験
地
は
日

本
で
唯
一
萌
芽
更
新
で
第
２
世
代
が
成
林
し
て

い
ま
す
。

　

�　

今
年
度
か
ら
施
業
技
術
の
確
立
等
を
目
指
し

て
試
験
的
に
伐
採
し
、
２
回
目
の
萌
芽
更
新
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三�

、
国
民
の
森
林
と
し
て
の
管
理
経
営
、
地
域

振
興
へ
の
寄
与

　

国
有
林
を
活
用
し
た
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
、

森
林
環
境
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
森
林
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

等
を
行
い
ま
す
。

  

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林
業
・
自
然
植

生
へ
の
被
害
対
策
を
民
有
林
や
地
域
住
民
と
連
携

し
て
捕
獲
及
び
被
害
森
林
の
再
生
に
取
り
組
み

ま
す
。

（
具
体
的
な
取
組
内
容
）

①�　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
活
用
に
よ
る
地

域
振
興

　

�　

国
有
林
で
は
、
多
く
の
方
々
に
森
林
を
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し
、

森
林
浴
や
自
然
観
察
等
に
適
し
た
箇
所
を
「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
と
し
て
設
定
し
、
保

萌芽して成長したコウヨウザン株

現地検討会でのドローン飛行試験
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小型囲いワナでの捕獲

健
休
養
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
�　

設
定
し
た
森
林
内
で
は
、
来
訪
者
が
安
心
し

て
登
山
等
を
楽
し
め
る
よ
う
地
元
関
係
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
歩
道
の
整
備
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

�　

特
に
、
魅
力
的
な
自
然
景
観
を
有
す
る
等
、

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
モ
デ
ル
箇
所
に
選
定
し
、
快
適
に
森
林
を
楽

し
む
た
め
の
環
境
整
備
や
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
４
月
28
日
に
林
野
庁
に
お

い
て
「
日
本
美
し
の
森　

お
薦
め
国
有
林
」
と

し
て
全
局
で
93
箇
所
が
選
定
さ
れ
、
四
国
局
で

は
剣
山
、
工
石
山
、
千
本
山
等
の
５
箇
所
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

②　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

　

�　

国
有
林
野
内
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
捕
獲
し
個
体

数
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
っ

て
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

�　

ま
た
、
捕
獲
効
率
の
向
上
や
低
コ
ス
ト
で
効

果
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
防
止
対
策
の
た
め
の

技
術
開
発
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

�　

平
成
29
年
度
は
、
囲
い
ワ
ナ
や
く
く
り
ワ
ナ

を
使
用
し
て
職
員
や
猟
友
会
に
よ
る
捕
獲
を

実
施
す
る
ほ
か
、
一
部
の
地
域
で
は
猟
友
会
と

連
携
し
、
銃
を
使
用
し
た
捕
獲
を
実
施
し
ま

す
。
再
造
林
地
に
お
い
て
は
、
割
竹
や
生
分
解

性
シ
ー
ト
な
ど
の
自
然
に
優
し
い
素
材
を
利

用
し
た
食
害
防
止
対
策
費
の
低
コ
ス
ト
化
試

験
に
取
り
組
み
、
そ
の
有
効
性
を
検
証
し
ま

す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
上
空
か
ら

効
率
的
な
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
巡
視
等
を
す

る
ほ
か
、
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
方
法
を

改
良
す
る
な
ど
コ
ス
ト
低
減
の
取
組
を
進
め
、

民
有
林
等
へ

の
普
及
に
も

取
り
組
み
ま

す
。

 

〈
企
画
調
整
課
〉

ドローンの活用
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『
植
え
る
緑
化
』
か
ら

『
使
う
緑
化
』
へ

春
期
「
緑
の
募
金
活
動
」

　

４
月
16
日
、
公
益
社
団
法
人
高
知
県
森

と
緑
の
会
主
催
に
よ
る
「
春
の
募
金
強
化

月
間
」（
３
月
１
日
～
５
月
31
日
）
の
一

環
と
し
て
、
高
知
市
で
「
街
頭
募
金
」
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、『
植
え

る
緑
化
』
か
ら
『
使
う
緑
化
へ
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
高
知
大
好
き
乙
女
ね
え
や

ん
」
が
出
発
式
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
そ

の
勢
い
の
ま
ま
、
野
津
山
局
長
を
筆
頭
に

職
員
も
日
曜
日
で
人
通
り
の
多
い
中
央
公

園
入
口
と
ひ
ろ
め
市
場
前
で
の
募
金
活
動

に
出
発
し
ま
し
た
。

　

４
月
上
旬
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
暑
さ

の
な
か
、子
ど
も
た
ち
が
力
い
っ
ぱ
い
「
緑

の
募
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」
と
募

金
を
呼
び
掛
け
る
と
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
多
く
の
方
が
立
ち
止
り
次
々
と
協
力

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
安
芸
市
や
伊
野
町
か
ら

も
参
加
し
て
く
れ
て
お
り
、
ひ
ろ
め
市
場

前
か
ら
中
央
公
園
に
向
か
う
帰
り
道
も
時

間
を
惜
し
む
よ
う
に
声
を
揃
え
て
募
金
を

呼
び
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

頂
い
た
募
金
は
、
水
源
の
森
林
づ
く
り

や
、
緑
の
少
年
団
の
育
成
、
国
際
緑
化
事

業
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。�

〈
技
術
普
及
課
〉

「
西
土
佐
中
学
生
の

　
職
場
体
験
学
習
」

　

４
月
12
日
～
14
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
、
西
土
佐
中
学
校
３
年
生
の
地
域
の

様
々
な
事
業
所
を
使
っ
た
職
場
体
験
学
習

が
実
施
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
生
徒
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

シカの囲いワナに標識設置作業の様子

  

西
土
佐
中
学
校
で
は
、
例
年
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
職
場
体
験
学

習
」
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
19
年
目

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
職
場
で
仕
事
体
験

す
る
こ
と
で
、
学
校
で
は
得
る
こ
と
の
出

来
な
い
貴
重
な
体
験
や
働
く
こ
と
の
大
変

さ
や
喜
び
を
感
じ
る
と
共
に
、
進
路
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

初
日
は
、
黒
尊
山
国
有
林
で
、
シ
カ
捕

獲
の
準
備
作
業
と
し
て
囲
い
ワ
ナ
１
基
毎

に
設
置
者
や
捕
獲
許
可
番
号
等
を
記
載
し

た
看
板
、
注
意
喚
起
の
た
め
の
標
識
等
を

結
束
バ
ン
ド
で
取
り
付
け
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
木
工
教
室
等
で
使
用
す
る

材
料
と
し
て
、
小
郷
辷
峠
山
（
こ
ご
う
す

べ
っ
と
う
や
ま
）
国
有
林
で
森
林
作
業
道

開
設
の
た
め
支
障
木
と
し
て
伐
採
さ
れ
た

グリーン四国№ 1166

各地のたより 目次

西土佐中学生の職場体験学習

土佐町森林組合と「土佐町
樫山地区の森林整備の推進
に関する協定」を締結 !!
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調印式

サ
ク
ラ
の
枝
を
採
取
に
行
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
に
は
、
黒
尊
山
国
有
林
で
ド

ロ
ー
ン
を
仕
事
で
使
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
た
後
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
カ
食
害
防
止
の
た
め
自
生
樹

木
を
被
覆
し
て
い
た
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ

が
、
成
長
に
よ
り
逆
に
成
長
を
阻
害
し
始

め
た
も
の
を
取
り
外
し
、
ラ
ス
巻
き
（
木

の
幹
に
網
を
巻
く
こ
と
。）
に
切
り
替
え

る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
３
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
行
う
こ
と
の

目
的
、
方
法
を
理
解
し
て
作
業
を
行
っ
て

土
佐
町
森
林
組
合
と
「
土

佐
町
樫
山
地
区
の
森
林
整

備
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
!!

　

平
成
29
年
３
月
30
日
、
嶺
北
森
林
管
理

署
管
内
の
樫
山
国
有
林
（
２
０
３
ha
）
と

土
佐
町
地
蔵
寺
生
産
森
林
組
合
が
管
理
し

て
い
る
民
有
林
（
52　

）
に
お
い
て
、「
土

佐
町
樫
山
地
区
の
森
林
整
備
の
推
進
に
関

す
る
協
定
」
を
土
佐
町
森
林
組
合
と
締
結

し
、
効
率
的
な
森
林
作
業
道
の
整
備
と
相

互
利
用
、
計
画
的
な
間
伐
の
実
施
等
を
行

う
た
め
の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
当
該
施
業
団
地
に
必

遠　望

ラス巻き作業の様子

ha

ha

も
ら
い
ま
し
た
。

　

生
徒
さ
ん
か
ら
は
、「
自
然
が
好
き
な

の
で
、
自
然
と
関
わ
れ
る
仕
事
は
楽
し

か
っ
た
。
将
来
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
就
き

た
い
で
す
。」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

将
来
、
一
緒
に
仕
事
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

要
な
森
林
整
備
の
目
標
や
方
法
、
路
網
等

の
施
設
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る

事
項
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
長
伐
期
施
業
及
び
複
層

林
施
業
の
推
進
、
天
然
生
広
葉
樹
の
保
残

な
ど
の
適
正
な
伐
採
方
法
の
採
用
、
林
床

の
安
定
化
を
考
慮
し
た
適
切
な
間
伐
・
主

伐
（
複
層
伐
含
む
）
を
計
画
的
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
ま

で
に
国
有
林
で
複
層
伐
８
ha
、
素
材
搬
出

３
５
８
０
㎥
及
び
作
業
道
新
設
２
９
６
０

ｍ
（
民
有
林
通
過
３
０
０
ｍ
含
む
）、
民

有
林
で
間
伐
10　

、
素
材
搬
出
８
０
０
㎥

を
年
次
計
画
に
沿
っ
て
着
実
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
民
有
林
と
森
林

施
業
の
一
体
化
や
効
率
的
な
森
林
整
備

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
民
有
林
関
係
者
と

協
力
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
地
域
振
興

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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平
成
29
年
4
月
、
6
名
の
職
員
が
採
用

と
な
り
、
管
内
各
署
等
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
。

　

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
の
抱
負
等
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

浅野　慶太
（香川所）

荒牧　直輝
（愛媛署）

①
大
阪
府

②�

自
然
散
策
（
目
標
：
日
本
百
名
山
を
全

て
登
頂
す
る
こ
と
）

③�

貪
欲
に
物
事
を
吸
収
し
続
け
る
こ
と
、

困
難
な
場
面
に
対
し
て
前
向
き
に
捉
え

る
こ
と
、
そ
し
て
、
相
手
の
立
場
を
考

石田　　薫
（四万十署）

え
な
が
ら
、
視
野
広
く
柔
軟
に
考
え
行

動
で
き
る
よ
う
な
社
会
人
に
な
り
た
い

で
す
。

渡邊　恭平
（安芸署）

①
兵
庫
県

②�

趣
味
：
ラ
グ
ビ
ー
、
特
技
：
無
限
に
眠

れ
る

③�
学
生
の
時
は
怠
惰
に
過
ご
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
て
林
野
庁
に
就
職
し
ま
し
た
。
私

に
何
が
で
き
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
何
で
も
で
き
る
よ
う
、
向
上
心
、

好
奇
心
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

西森　千紗
（安芸署）

①
徳
島
県

②�

旅
行
、
散
歩
（
土
日
は
3
時
間
位
か
け

て
周
り
を
散
策
）

③�

ま
だ
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

く
、
学
生
気
分
が
抜
け
て
い
な
い
自

分
に
あ
き
れ
る
瞬
間
が
多
々
あ
り
ま
す

が
、
優
し
く
話
し
や
す
い
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
良
い
環
境
に
恵
ま
れ
、
こ

れ
か
ら
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
な
が
ら
日
々
努
め
て
い

き
ま
す
。

山口健太郎
（局森林整備課）

①
広
島
県

②�

人
と
話
す
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
全
般
！

初
対
面
の
人
と
す
ぐ
仲
良
く
な
れ
ま

す
。

③�

仕
事
の
こ
と
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
す
が
、
早
く
林
野
庁
・

チ
ー
ム
四
国
の
一
員
と
し
て
働
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
笑
顔
と
元

気
だ
け
は
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

①
高
知
県

②
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

③�

こ
れ
か
ら
林
業
や
森
林
の
こ
と
を
知
っ

て
、
仕
事
に
専
念
し
て
い
き
た
い
で
す
。

積
極
的
に
活
動
し
、
分
か
ら
な
い
こ
と

を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
現
場

に
行
く
場
合
も
安
全
に
楽
し
く
し
て
い

き
た
い
で
す
。
経
理
の
仕
事
も
早
く
覚

え
て
慣
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

①
長
崎
県

②
弓
道

③�

3
月
ま
で
学
生
だ
っ
た
の
で
、
1
人
暮

ら
し
に
と
て
も
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
早

く
家
事
全
般
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
ま
た
、
趣
味
が
少
な
い
の
で
、

色
々
な
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。


